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研究成果の概要（和文）：腹腔鏡下スリーブ状胃切除術は、口腔内および腸内細菌叢の再構成に大きな影響を与
えることがわかった。術後口腔内正常細菌叢の増加、腸内のAkkermansia municiphiliaの増加を認めた２型糖尿
病症例はインスリン抵抗性の改善や寛解率が良好であった。Yokenella regensburgeiやFusobacterium varium
は、総体重減少率と関連していることがわかった。

研究成果の概要（英文）：Laparoscopic sleeve gastrectomy was found to have a significant impact on 
the reconstitution of the oral and intestinal microbiota. Patients with type 2 diabetes mellitus 
with increased normal oral flora and increased Akkermansia municiphilia in the gut after surgery had
 better improvement in insulin resistance and remission rates Yokenella regensburgei and 
Fusobacterium varium, which were associated with total weight loss rates and associated with the 
rate of total weight loss.

研究分野：消化器外科（上部消化管）
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研究成果の学術的意義や社会的意義
肥満者の腸内細菌では、Bacteroidetes門が増加し、Firmicutes門が減少することが報告されている。高度肥満
症に対する減量・代謝改善手術においても、Bacteroidetes門の増加、Firmicutes門の減少が減量成績や肥満関
連疾患の改善に関与すると報告されている。しかし、口腔内細菌叢と減量・代謝改善手術との関連については、
現在は一定の見解が得られていなかった。
本研究では、腹腔鏡下スリーブ状胃切除術が口腔内および腸内細菌叢の再構成に大きな影響を与えることがわか
った。本研究の結果から、新たな肥満症治療法の発展に飛躍する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
肥満者の腸内細菌では、Bacteroidetes門が増加し、Firmicutes門が減少することが報告されて
いる。高度肥満症に対する減量・代謝改善手術においても、Bacteroidetes門の増加、Firmicutes
門の減少が減量成績や肥満関連疾患の改善に関与すると報告されている。しかし、口腔内細菌叢
と減量・代謝改善手術との関連については、現在は一定の見解が得られていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
高度肥満症患者に対する腹腔鏡下スリーブ状胃切除術（LSG）において、LSG 前後の口腔内・
腸管細菌叢の変化と術後の減量効果および代謝改善効果との関連を明らかにする研究を行った。 
 
 
３．研究の方法 
 
2008 年 6 月～2020 年 7 月までの期間に当教室で LSG を施行した高度肥満症患者 98 名のうち、
術前後に口腔内及び糞便検体を採取した患者 37名を対象とした。（表１） 
 
術前および術後 12 か月時に以下について検討を行った． 
口腔内・腸内細菌叢の分析には、16SrRNA を用いたメタゲノム解析を行った。 
①体重および総体重減少率（%TWL） 
②型糖尿病（T2D）と非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）の改善効果 
③口腔内および腸内細菌叢の構成（メタゲノム解析） 
④口腔内および腸内細菌叢の変化と減量効果・代謝改善効果の関係 
 
４．研究成果 
①LSGの術後 12か月では、%TWL が 29.0%と良好な減量効果が得られた。（グラフ１） 
 
②腸内細菌叢で Firmicutes 門の減少・Bacteroides 門の増加、口腔内細菌叢で normal flora の
増加した症例では T2D の 95%が改善した。同様に NASH の改善傾向がみられた。（表２） 
 
③LSGの術後 12か月では、口腔内および腸内細菌叢において有意に変化した細菌群を認めた。
（表３、４） 
 
④Firmicutes 門の細菌叢が変化することが、%TWL に関与することが示唆された。（グラフ２） 
 
LSG は、口腔内および腸内細菌叢の再構成に大きな影響を与えることがわかった。術後口腔内正
常細菌叢の増加、腸内の Akkermansia municiphilia の増加を認めた２型糖尿病症例はインスリ
ン抵抗性の改善や寛解率が良好であった。Yokenella regensburgei や Fusobacterium varium は、
総体重減少率と関連していたが、代謝改善効果への寄与度については今後の検討が必要である。 
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